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２課 十字架の言葉 
7 月 11 日 

 

安息日午後 7 月 4 日 
  

暗 証 聖 句  

十字架の言は、滅び行く者には愚かであるが、救にあずかるわたしたちに
は、神の力である。(I コリント 1:18、口語訳)  

十字架の言葉は、滅んでいく者にとっては愚かなものですが、わたしたち救
われる者には神の力です。(I コリント 1:18、新共同訳) 

今週の聖句  

Ⅰコリント 1:17～31、コロサイ 1:20、Ⅰペトロ（ペテロ）2:24、 
使徒言行録（使徒行伝）13:16～47、Ⅰコリント 2:1～5 

今週のテーマ  

ローマの異教徒の作家であり雄弁家であったキケロは、十字架という処刑の手
段があまりにも忌まわしいものであるとして、ローマ市民に対し、十字架について
考えることさえ禁じるように説いていました。キケロは、イエスが誕生される半世
紀ほど前に亡くなりましたが、彼の言葉は、ローマ人が十字架に対して抱いていた
軽蔑の念をよく示しています。 

対照的にパウロは、「十字架の言葉は……神の力です」〔口語訳「十字架の言は……
神の力である」〕(Ⅰコリ 1:18)と記しています。パウロにとって、十字架は神と人との和
解の手段であり(エフェ〔エペ〕2:16、コロ 1:20)、イエスのへりくだりの最高の象徴であ
り(フィリ〔ピリ〕2:8)、私たちの途方もない負債が支払われた場所でした(コロ 2:14)。 

十字架は、コリントの諸問題に対するパウロの答えでした。コリントの信徒への
手紙Ⅰ（コリント人への第一の手紙）を少し読むだけで、彼が教会内の分裂という大きな問
題に深く心を痛めていたことがわかります。パウロはあまりにも当惑していたの
で、挨拶(Ⅰコリ 1:1～3)と感謝の部分(同 1:4～9)のすぐあとに、この主題をまず取り
上げています(同 1:10～17)。 

今週は、この問題とコリントにおけるほかの諸問題への答えとして、十字架の力
強いメッセージに目を向けましょう。 
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Ⅰコリ 1:18 （新共同訳） 
1:18 十字架の言葉は、滅んでいく者にと
っては愚かなものですが、わたしたち救
われる者には神の力です。 

 Ⅰコリ 1:18 （口語訳） 
1:18 十字架の言は、滅び行く者には愚か
であるが、救にあずかるわたしたちには、
神の力である。 

エフェ 2:16 （新共同訳） 
2:16 十字架を通して、両者を一つの体と
して神と和解させ、十字架によって敵意
を滅ぼされました。 

 エペ 2:16 （口語訳） 
2:16 十字架によって、二つのものを一つ
のからだとして神と和解させ、敵意を十
字架にかけて滅ぼしてしまったのであ
る。 

コロ 1:20 （新共同訳） 
1:20 その十字架の血によって平和を打
ち立て、地にあるものであれ、天にある
ものであれ、万物をただ御子によって、
御自分と和解させられました。 

 コロ 1:20 （口語訳） 
1:20 そして、その十字架の血によって平
和をつくり、万物、すなわち、地にある
もの、天にあるものを、ことごとく、彼
によってご自分と和解させて下さったの
である。 

フィリ 2:8 （新共同訳） 
2:8 へりくだって、死に至るまで、それも
十字架の死に至るまで従順でした。 

 ピリ 2:8 （口語訳） 
2:8 おのれを低くして、死に至るまで、し
かも十字架の死に至るまで従順であられ
た。 

コロ 2:14 （新共同訳） 
2:14 規則によってわたしたちを訴えて
不利に陥れていた証書を破棄し、これを
十字架に釘付けにして取り除いてくださ
いました。 

 コロ 2:14 （口語訳） 
2:14 神は、わたしたちを責めて不利にお
としいれる証書を、その規定もろともぬ
り消し、これを取り除いて、十字架につ
けてしまわれた。 

Ⅰコリ 1:1～17 （新共同訳） 
1:1 神の御心によって召されてキリス
ト・イエスの使徒となったパウロと、兄
弟ソステネから、 
1:2 コリントにある神の教会へ、すなわ
ち、至るところでわたしたちの主イエス・
キリストの名を呼び求めているすべての
人と共に、キリスト・イエスによって聖
なる者とされた人々、召されて聖なる者
とされた人々へ。イエス・キリストは、
この人たちとわたしたちの主でありま
す。 
1:3 わたしたちの父である神と主イエ
ス・キリストからの恵みと平和が、あな
たがたにあるように。 
1:4 わたしは、あなたがたがキリスト・イ
エスによって神の恵みを受けたことにつ
いて、いつもわたしの神に感謝していま
す。 
1:5 あなたがたはキリストに結ばれ、あ
らゆる言葉、あらゆる知識において、す
べての点で豊かにされています。 

 Ⅰコリ 1:1～17 （口語訳） 
1:1 神の御旨により召されてキリスト・
イエスの使徒となったパウロと、兄弟ソ
ステネから、 
1:2 コリントにある神の教会、すなわち、
わたしたちの主イエス・キリストの御名
を至る所で呼び求めているすべての人々
と共に、キリスト・イエスにあってきよ
められ、聖徒として召されたかたがたへ。
このキリストは、わたしたちの主であり、
また彼らの主であられる。 
 
1:3 わたしたちの父なる神と主イエス・
キリストから、恵みと平安とが、あなた
がたにあるように。 
1:4 わたしは、あなたがたがキリスト・イ
エスにあって与えられた神の恵みを思っ
て、いつも神に感謝している。 
 
1:5 あなたがたはキリストにあって、す
べてのことに、すなわち、すべての言葉
にもすべての知識にも恵まれ、 
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1:6 こうして、キリストについての証し
があなたがたの間で確かなものとなった
ので、 
1:7 その結果、あなたがたは賜物に何一
つ欠けるところがなく、わたしたちの主
イエス・キリストの現れを待ち望んでい
ます。 
1:8 主も最後まであなたがたをしっかり
支えて、わたしたちの主イエス・キリス
トの日に、非のうちどころのない者にし
てくださいます。 
1:9 神は真実な方です。この神によって、
あなたがたは神の子、わたしたちの主イ
エス・キリストとの交わりに招き入れら
れたのです。 
1:10 さて、兄弟たち、わたしたちの主イ
エス・キリストの名によってあなたがた
に勧告します。皆、勝手なことを言わず、
仲たがいせず、心を一つにし思いを一つ
にして、固く結び合いなさい。 
 
1:11 わたしの兄弟たち、実はあなたがた
の間に争いがあると、クロエの家の人た
ちから知らされました。 
1:12 あなたがたはめいめい、「わたしは
パウロにつく」「わたしはアポロに」「わ
たしはケファに」「わたしはキリストに」
などと言い合っているとのことです。 
 
1:13 キリストは幾つにも分けられてし
まったのですか。パウロがあなたがたの
ために十字架につけられたのですか。あ
なたがたはパウロの名によって洗礼を受
けたのですか。 
1:14 クリスポとガイオ以外に、あなたが
たのだれにも洗礼を授けなかったこと
を、わたしは神に感謝しています。 
 
1:15 だから、わたしの名によって洗礼を
受けたなどと、だれも言えないはずです。 
 
1:16 もっとも、ステファナの家の人たち
にも洗礼を授けましたが、それ以外はだ
れにも授けた覚えはありません。 
 
1:17 なぜなら、キリストがわたしを遣わ
されたのは、洗礼を授けるためではなく、

1:6 キリストのためのあかしが、あなた
がたのうちに確かなものとされ、 
 
1:7 こうして、あなたがたは恵みの賜物
にいささかも欠けることがなく、わたし
たちの主イエス・キリストの現れるのを
待ち望んでいる。 
1:8 主もまた、あなたがたを最後まで堅
くささえて、わたしたちの主イエス・キ
リストの日に、責められるところのない
者にして下さるであろう。 
1:9 神は真実なかたである。あなたがた
は神によって召され、御子、わたしたち
の主イエス・キリストとの交わりに、は
いらせていただいたのである。 
1:10 さて兄弟たちよ。わたしたちの主イ
エス・キリストの名によって、あなたが
たに勧める。みな語ることを一つにして、
お互の間に分争がないようにし、同じ心、
同じ思いになって、堅く結び合っていて
ほしい。 
1:11 わたしの兄弟たちよ。実は、クロエ
の家の者たちから、あなたがたの間に争
いがあると聞かされている。 
1:12 はっきり言うと、あなたがたがそれ
ぞれ、「わたしはパウロにつく」「わたし
はアポロに」「わたしはケパに」「わたし
はキリストに」と言い合っていることで
ある。 
1:13 キリストは、いくつにも分けられた
のか。パウロは、あなたがたのために十
字架につけられたことがあるのか。それ
とも、あなたがたは、パウロの名によっ
てバプテスマを受けたのか。 
1:14 わたしは感謝しているが、クリスポ
とガイオ以外には、あなたがたのうちの
だれにも、バプテスマを授けたことがな
い。 
1:15 それはあなたがたがわたしの名に
よってバプテスマを受けたのだと、だれ
にも言われることのないためである。 
1:16 もっとも、ステパナの家の者たちに
は、バプテスマを授けたことがある。し
かし、そのほかには、だれにも授けた覚
えがない。 
1:17 いったい、キリストがわたしをつか
わされたのは、バプテスマを授けるため
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福音を告げ知らせるためであり、しかも、
キリストの十字架がむなしいものになっ
てしまわぬように、言葉の知恵によらな
いで告げ知らせるためだからです。 

ではなく、福音を宣べ伝えるためであり、
しかも知恵の言葉を用いずに宣べ伝える
ためであった。それは、キリストの十字
架が無力なものになってしまわないため
なのである。 

 

日曜日 7 月 5 日  十字架の福音 

 

私たちにとって、十字架の言葉は神の力であると、パウロは述べています。彼の
説教の中心が「イエス·キリスト、それも十字架につけられたキリスト」〔口語訳「イエ

ス・キリスト、しかも十字架につけられたキリスト」〕(Ⅰコリ 2:2)であったことは、驚くにあ
たりません。 
 
問１ Ⅰコリント 1:17～31 を読んでください。パウロはここで、どんな重要なことを述

べていますか。 
 

Ⅰコリント1:18～31でパウロは、人間の愚かさと神の知恵を対比し、十字架に
は、人間の最悪の部分と神の最高の部分を明らかにする力があると言っていま
す。この箇所は、Ⅰコリント1:17の言葉によって始まっています。キリストの十字架
がむなしいものになってしまわないように(Ⅰコリ 1:17)、十字架の言葉が私たちの
宣教の中心を占めなければなりません(同 2:2 も参照)。 

パウロは、自分が遣わされたのはバプテスマを授けるためではなく、十字架の
福音を告げ知らせるためであると述べています。この言葉には、注目すべき重要
な点が二つあります。第一に、「遣わす」と訳されているギリシア語の動詞「アポス
テッロー」が、「使徒」という言葉(アポストロス)と同じ語根であることです。したがっ
て、パウロの使徒としての基本的な務めは、福音を宣べ伝えることなのです。第二
に、バプテスマについてのパウロの言葉は、バプテスマが重要ではない、あるいは
少なくとも宣教することほど重要ではないという意味ではなかったことです。そう
ではなく彼は、バプテスマを受けて結ばれたお方であるイエスに目を向けるので
はなく、バプテスマを誰が授けたかを重大視する人々を叱責していたのです。 

パウロは、「言葉の知恵」〔口語訳「知恵の言葉」〕(同 1:17)という表現によって、雄
弁に語ることが悪いと暗に言っているのではありません。重要なのは、人間の知恵
が十字架の言葉を曖昧にしてはならないということです。この表現は、ギリシア·ロ
ーマ的な修辞学を指しています。アテネでパウロは、論理、科学、哲学を用いまし
たが、ほとんど実を結びませんでした。そこで、「コリントでは、また別の伝道方法
によって、軽率で無関心な人々の心をとらえようと決めた。彼は難しい議論や討論
を避けて、『イエス·キリスト、しかも十字架につけられたキリスト以外のことは』、コ
リント人の間では『何も知るまい』と決心した」のです(「希望への光』 1448 ページ、『患

難から栄光へ』 第 24 章)。 
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難しい議論は、いかに十字架の言葉を曖昧にしてしまいますか。十字架につけられ
たキリストを宣べ伝えたことは、なぜコリントで多くの実を結びましたか。 

【参考】英語テキストにある全文 

In what ways can elaborate discourses obscure the message of the Cross? Why did the 
proclamation of Jesus Christ and Him crucified produce more fruit in Corinth than 
logic, science, and philosophy did in Athens? Might there, however, be times that logic, 
philosophy, and science could be helpful in proclaiming the gospel? 

難しい議論は、いかに十字架の言葉を曖昧にしてしまいますか。イエス・キリストとそ
の十字架の死を宣べ伝えることが、アテネにおける論理学、科学、哲学よりも、なぜコ
リントで多くの実を結びましたか。しかし、福音宣教において、論理学、哲学、科学が
役立つ場合もあるのではないでしょうか。 
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Ⅰコリ 2:2 （新共同訳） 
2:2 なぜなら、わたしはあなたがたの間
で、イエス・キリスト、それも十字架に
つけられたキリスト以外、何も知るまい
と心に決めていたからです。 

 Ⅰコリ 2:2 （口語訳） 
2:2 なぜなら、わたしはイエス・キリス
ト、しかも十字架につけられたキリスト
以外のことは、あなたがたの間では何も
知るまいと、決心したからである。 

Ⅰコリ 1:17～31 （新共同訳） 
1:17 なぜなら、キリストがわたしを遣わ
されたのは、洗礼を授けるためではなく、
福音を告げ知らせるためであり、しかも、
キリストの十字架がむなしいものになっ
てしまわぬように、言葉の知恵によらな
いで告げ知らせるためだからです。 
 
1:18 十字架の言葉は、滅んでいく者にと
っては愚かなものですが、わたしたち救
われる者には神の力です。 
1:19 それは、こう書いてあるからです。 
「わたしは知恵ある者の知恵を滅ぼし、 
賢い者の賢さを意味のないものにする。」 
1:20 知恵のある人はどこにいる。学者は
どこにいる。この世の論客はどこにいる。
神は世の知恵を愚かなものにされたでは
ないか。 
1:21 世は自分の知恵で神を知ることが
できませんでした。それは神の知恵にか
なっています。そこで神は、宣教という
愚かな手段によって信じる者を救おう
と、お考えになったのです。 
1:22 ユダヤ人はしるしを求め、ギリシア
人は知恵を探しますが、 

 Ⅰコリ 1:17～31 （口語訳） 
1:17 いったい、キリストがわたしをつか
わされたのは、バプテスマを授けるため
ではなく、福音を宣べ伝えるためであり、
しかも知恵の言葉を用いずに宣べ伝える
ためであった。それは、キリストの十字
架が無力なものになってしまわないため
なのである。 
1:18 十字架の言は、滅び行く者には愚か
であるが、救にあずかるわたしたちには、
神の力である。 
1:19 すなわち、聖書に、「わたしは知者
の知恵を滅ぼし、賢い者の賢さをむなし
いものにする」と書いてある。 
1:20 知者はどこにいるか。学者はどこに
いるか。この世の論者はどこにいるか。
神はこの世の知恵を、愚かにされたでは
ないか。 
1:21 この世は、自分の知恵によって神を
認めるに至らなかった。それは、神の知
恵にかなっている。そこで神は、宣教の
愚かさによって、信じる者を救うことと
されたのである。 
1:22 ユダヤ人はしるしを請い、ギリシヤ
人は知恵を求める。 
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1:23 わたしたちは、十字架につけられた
キリストを宣べ伝えています。すなわち、
ユダヤ人にはつまずかせるもの、異邦人
には愚かなものですが、 
1:24 ユダヤ人であろうがギリシア人で
あろうが、召された者には、神の力、神
の知恵であるキリストを宣べ伝えている
のです。 
1:25 神の愚かさは人よりも賢く、神の弱
さは人よりも強いからです。 
1:26 兄弟たち、あなたがたが召されたと
きのことを、思い起こしてみなさい。人
間的に見て知恵のある者が多かったわけ
ではなく、能力のある者や、家柄のよい
者が多かったわけでもありません。 
1:27 ところが、神は知恵ある者に恥をか
かせるため、世の無学な者を選び、力あ
る者に恥をかかせるため、世の無力な者
を選ばれました。 
1:28 また、神は地位のある者を無力な者
とするため、世の無に等しい者、身分の
卑しい者や見下げられている者を選ばれ
たのです。 
1:29 それは、だれ一人、神の前で誇るこ
とがないようにするためです。 
1:30 神によってあなたがたはキリスト・
イエスに結ばれ、このキリストは、わた
したちにとって神の知恵となり、義と聖
と贖いとなられたのです。 
 
1:31「誇る者は主を誇れ」と書いてある
とおりになるためです。 

1:23 しかしわたしたちは、十字架につけ
られたキリストを宣べ伝える。このキリ
ストは、ユダヤ人にはつまずかせるもの、
異邦人には愚かなものであるが、 
1:24 召された者自身にとっては、ユダヤ
人にもギリシヤ人にも、神の力、神の知
恵たるキリストなのである。 
 
1:25 神の愚かさは人よりも賢く、神の弱
さは人よりも強いからである。 
1:26 兄弟たちよ。あなたがたが召された
時のことを考えてみるがよい。人間的に
は、知恵のある者が多くはなく、権力の
ある者も多くはなく、身分の高い者も多
くはいない。 
1:27 それだのに神は、知者をはずかしめ
るために、この世の愚かな者を選び、強
い者をはずかしめるために、この世の弱
い者を選び、 
1:28 有力な者を無力な者にするために、
この世で身分の低い者や軽んじられてい
る者、すなわち、無きに等しい者を、あ
えて選ばれたのである。 
1:29 それは、どんな人間でも、神のみま
えに誇ることがないためである。 
1:30 あなたがたがキリスト・イエスにあ
るのは、神によるのである。キリストは
神に立てられて、わたしたちの知恵とな
り、義と聖とあがないとになられたので
ある。 
1:31 それは、「誇る者は主を誇れ」と書い
てあるとおりである。 

 

月曜日 7 月 6 日  滅んでいく者にとっての愚かさ 

 
パウロは、人間の愚かさと神の知恵を対比させ、「十字架の言葉は、滅んでいく

者にとっては愚かなものです」〔口語訳「十字架の言は、滅び行く者には愚かである」〕

(I コリ 1:18)と述べています。これは、Ⅰコリント1:18～31において、「愚かなもの」とか
「愚かさ」という言葉が６回用いられる〔英訳聖書 foolishness または foolish〕うちの
最初の箇所です。 

 

問２ Ⅰコリント 1:20、21、23、25 を読んでください。これらの「愚かなもの」「愚かな」
「愚かさ」といった言葉は、パウロが「十字架の言葉は、滅んでいく者にとっては
愚かなものである」と言った意味を理解するうえで、いかに役立ちますか。 
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Ⅰコリント 1:18の「愚かなもの（愚か）」に相当するギリシア語は、「モーリア」で

す。この言葉は、新約聖書に５回しか出てこず、すべてコリントの信徒への手紙Ⅰ
（コリント人への第一の手紙）に登場します(Ⅰコリ 1:18、21、23、2:14、3:19)。新約聖書に
は、モーリアという言葉以外にも同じ語源を持つほかの言葉が数多く見られます。 

Ⅰコリント 1:18 節、23 節における「愚かさ」への言及は、コリント人たちの知的能
力を貶めるものではなく、彼らが福音の真理を受け入れようとしない姿勢に注意
を向けさせるためのものです。だからこそパウロは、不道徳な行いや考え、分別す
る力の欠如、さらには神への反逆といった問題にも立ち向かわなければなりませ
んでした。 
この町でのパウロの状況を考えてみてください。彼は、いわゆる知識と知恵、文

化的洗練さを自負する場所にやって来ました。そして、そのような状況の中で、ナ
ザレのイエスというガリラヤのユダヤ人について語ります。その人は、ローマ人に
よって十字架にかけられ、やがて死者の中から復活したが、それはすべて、彼らの
罪だけでなく、世界の罪の代価を支払うためであったというのです。「この男は正
気なのか」「誰がそんなことを信じるのか」……。それは、哲学的手法を用いて解
釈し、分析できるような、深遠で新しい哲学的概念ではありませんでした。むしろ
狂気であり、ナンセンスであり、賢明で教養のあるコリントの人々が真剣に受け止
められるようなものではありませんでした。 
パウロのメッセージは、異教徒には愚かに聞こえたかもしれませんが、多くのユ

ダヤ人にとって、十字架の言葉は、それ以上にひどいものでした。メシアがローマ
によって処刑されるなどと、ユダヤ人の誰が予想していたでしょうか。メシアはロー
マ人を倒すはずで、十字架にかかることなどありえませんでした。 
このように、パウロは最初からコリントで不利な立場に立たされていました。そ

れにもかかわらず、ユダヤ人と異邦人の魂は福音を受け入れたのでした。 

【参考】英語テキストには続きの文があります。 

The message here? Whatever opposition we face, God has people who are open to hearing 
the truth. We must be ready to be used by Him to reach these people wherever they are, even 
in places today that are as bad as, or even worse than, Corinth was. 

ここでのメッセージとは…。どんな反対に直面しようとも、神は真理に耳を傾け
る人々を用意しておられます。私たちは、たとえコリントと同じか、あるいはそれ以
上に悪しき状況にある場所であっても、どこにいようとも、これらの人々に福音を
伝えるために、神に用いられる準備をしておかねばなりません。 
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Ⅰコリ 1:18～31 （新共同訳） 
1:18 十字架の言葉は、滅んでいく者にと
っては愚かなものですが、わたしたち救
われる者には神の力です。 
1:19 それは、こう書いてあるからです。 
「わたしは知恵ある者の知恵を滅ぼし、 
賢い者の賢さを意味のないものにする。」 

 Ⅰコリ 1:18～31 （口語訳） 
1:18 十字架の言は、滅び行く者には愚か
であるが、救にあずかるわたしたちには、
神の力である。 
1:19 すなわち、聖書に、「わたしは知者
の知恵を滅ぼし、賢い者の賢さをむなし
いものにする」と書いてある。 
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1:20 知恵のある人はどこにいる。学者は
どこにいる。この世の論客はどこにいる。
神は世の知恵を愚かなものにされたでは
ないか。 
1:21 世は自分の知恵で神を知ることが
できませんでした。それは神の知恵にか
なっています。そこで神は、宣教という
愚かな手段によって信じる者を救おう
と、お考えになったのです。 
1:22 ユダヤ人はしるしを求め、ギリシア
人は知恵を探しますが、 
1:23 わたしたちは、十字架につけられた
キリストを宣べ伝えています。すなわち、
ユダヤ人にはつまずかせるもの、異邦人
には愚かなものですが、 
1:24 ユダヤ人であろうがギリシア人で
あろうが、召された者には、神の力、神
の知恵であるキリストを宣べ伝えている
のです。 
1:25 神の愚かさは人よりも賢く、神の弱
さは人よりも強いからです。 
1:26 兄弟たち、あなたがたが召されたと
きのことを、思い起こしてみなさい。人
間的に見て知恵のある者が多かったわけ
ではなく、能力のある者や、家柄のよい
者が多かったわけでもありません。 
1:27 ところが、神は知恵ある者に恥をか
かせるため、世の無学な者を選び、力あ
る者に恥をかかせるため、世の無力な者
を選ばれました。 
1:28 また、神は地位のある者を無力な者
とするため、世の無に等しい者、身分の
卑しい者や見下げられている者を選ばれ
たのです。 
1:29 それは、だれ一人、神の前で誇るこ
とがないようにするためです。 
1:30 神によってあなたがたはキリスト・
イエスに結ばれ、このキリストは、わた
したちにとって神の知恵となり、義と聖
と贖いとなられたのです。 
 
1:31「誇る者は主を誇れ」と書いてある
とおりになるためです。 

1:20 知者はどこにいるか。学者はどこに
いるか。この世の論者はどこにいるか。
神はこの世の知恵を、愚かにされたでは
ないか。 
1:21 この世は、自分の知恵によって神を
認めるに至らなかった。それは、神の知
恵にかなっている。そこで神は、宣教の
愚かさによって、信じる者を救うことと
されたのである。 
1:22 ユダヤ人はしるしを請い、ギリシヤ
人は知恵を求める。 
1:23 しかしわたしたちは、十字架につけ
られたキリストを宣べ伝える。このキリ
ストは、ユダヤ人にはつまずかせるもの、
異邦人には愚かなものであるが、 
1:24 召された者自身にとっては、ユダヤ
人にもギリシヤ人にも、神の力、神の知
恵たるキリストなのである。 
 
1:25 神の愚かさは人よりも賢く、神の弱
さは人よりも強いからである。 
1:26 兄弟たちよ。あなたがたが召された
時のことを考えてみるがよい。人間的に
は、知恵のある者が多くはなく、権力の
ある者も多くはなく、身分の高い者も多
くはいない。 
1:27 それだのに神は、知者をはずかしめ
るために、この世の愚かな者を選び、強
い者をはずかしめるために、この世の弱
い者を選び、 
1:28 有力な者を無力な者にするために、
この世で身分の低い者や軽んじられてい
る者、すなわち、無きに等しい者を、あ
えて選ばれたのである。 
1:29 それは、どんな人間でも、神のみま
えに誇ることがないためである。 
1:30 あなたがたがキリスト・イエスにあ
るのは、神によるのである。キリストは
神に立てられて、わたしたちの知恵とな
り、義と聖とあがないとになられたので
ある。 
1:31 それは、「誇る者は主を誇れ」と書い
てあるとおりである。 

【参考】Ⅰ Cor 1:18～31 （NKJV） 
1:18 For the message of the cross is foolishness to those who are perishing, but to us who are 
being saved it is the power of God. 
1:19 For it is written: “I will destroy the wisdom of the wise,And bring to nothing the 
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火曜日 7 月 7 日   救われる者にとっての力 

 

I コリント1:18のメッセージはあまりにも明瞭であり、その要点を見落とすことは
ありません。十字架の意味は、それをどのように受け止めるかによって異なりま
す。神に反抗する者にとっては愚かなものですが、神の救いを切望する者にとっ
ては力です。 

 

問３ コロサイ 1:20と Iペトロ（ペテロ）2:24を読んでください。イエスは十字架の上で、
私たちのためにどんなことを成し遂げてくださいましたか。 

 

すでに見たように、福音を告げ知らせる際には、「キリストの十字架がむなしい
ものになってしまわぬように、言葉の知恵によらないで告げ知らせ」 (Ⅰコリ1:17)

understanding of the prudent.” 
1:20 Where is the wise? Where is the scribe? Where is the disputer of this age? Has not God 
made foolish the wisdom of this world? 
1:21 For since, in the wisdom of God, the world through wisdom did not know God, it pleased 
God through the foolishness of the message preached to save those who believe. 
1:22 For Jews request a sign, and Greeks seek after wisdom; 
1:23 but we preach Christ crucified, to the Jews a stumbling block and to the Greeks 
foolishness, 
1:24 but to those who are called, both Jews and Greeks, Christ the power of God and the wisdom 
of God. 
1:25 Because the foolishness of God is wiser than men, and the weakness of God is stronger 
than men. 
1:26 For you see your calling, brethren, that not many wise according to the flesh, not many 
mighty, not many noble, are called.  
1:27 But God has chosen the foolish things of the world to put to shame the wise, and God has 
chosen the weak things of the world to put to shame the things which are mighty; 
1:28 and the base things of the world and the things which are despised God has chosen, and 
the things which are not, to bring to nothing the things that are, 
1:29 that no flesh should glory in His presence. 
1:30 But of Him you are in Christ Jesus, who became for us wisdom from God—and 
righteousness and sanctification and redemption— 
1:31 that, as it is written, “He who glories, let him glory in the Lord.” 

Ⅰコリ 2:14 （新共同訳） 
2:14 自然の人は神の霊に属する事柄を
受け入れません。その人にとって、それ
は愚かなことであり、理解できないので
す。霊によって初めて判断できるからで
す。  

Ⅰコリ 2:14 （口語訳） 
2:14 生れながらの人は、神の御霊の賜物
を受けいれない。それは彼には愚かなも
のだからである。また、御霊によって判
断されるべきであるから、彼はそれを理
解することができない。 

Ⅰコリ 3:19 （新共同訳） 
3:19 この世の知恵は、神の前では愚かな
ものだからです。「神は、知恵のある者た
ちを/その悪賢さによって捕らえられる」
/と書いてあり、 

 Ⅰコリ 3:19 （口語訳） 
3:19 なぜなら、この世の知恵は、神の前
では愚かなものだからである。「神は、知
者たちをその悪知恵によって捕える」と
書いてあり、 



 

10 

なければなりません〔口語訳「知恵の言葉を用いずに宣べ伝えるためであった。それは、

キリストの十字架が無力なものになってしまわないためなのである」〕。Ⅰコリント1:17と
照らし合わせると、「愚かなもの」の反意語は「神の力」であって、なぜ人間の知恵
ではないのかが理解しやすくなります(同 1:18)。人間の知恵とはまったく相反する
十字架は、人間の知恵がいかに愚かであるかを明らかにするのです。 

Iコリント1:18のギリシア語原文は、「滅んでいく者」〔口語訳「滅び行く者」〕が自分
の行いの報いを受けていることを示唆しています。この文は、「十字架の言葉は、
自らを滅ぼす者にとっては愚かなものです」と読めるのです。ギリシア語の動詞
「アポッリュミ」(「滅びる」)には、「滅ぼす」という意味もあります(ヨハ 10:10)。実際、
Ⅰコリント1:19では、この動詞が「滅ぼす」と訳されています。 

ここで何が起こっているのでしょうか。パウロは、18節で述べていることの聖書
的根拠として、イザヤ29:14の神の言葉を19節で引用しています。19節では、神が
滅びの背後におられると述べられていますが、それは直前に述べられた自己破滅
的な傲慢と矛盾しているように見えます。しかし、矛盾はありません。そもそもす
でに自滅しつつある者を、神が滅ぼされるということです。 

「滅んでいく者」〔口語訳「滅び行く者」〕とは対照的に、「わたしたち救われる者」
〔口語訳「救にあずかるわたしたち」〕(Ⅰコリ 1:18)という表現は、救いは神からのみもた
らされることを示しています。パウロは、私たちは救われるのだ、つまり、私たちは
自分自身を救うのではないと言っているのです。言うまでもなく、私たちは自分自
身を救うことなどできません。私たちの救いは、外的な源からもたらされます。滅
びは自ら招くものですが、救いは罪人への恵みの賜物として、与えられるものな
のです。Ⅰコリント1:21で明らかなように、信じる者を救ってくださるのは神です。
この意味で、「愚かなもの」とは、神がキリストの十字架を通して人類に与えてくだ
さったもの(同 1:30)を拒絶し、自らに滅びを招く行為のことなのです。 

 

【参考】英語テキストにある文 

“For the wages of sin is death, but the gift of God is eternal life in Christ Jesus our 
Lord” (Rom. 6:23, NKJV). In what ways does this verse restate what Paul was saying 
in 1 Corinthians 1:18, 19? 

「罪が支払う報酬は死です。しかし、神の賜物は、わたしたちの主キリスト・イエスによ
る永遠の命なのです」〔口語訳「罪の支払う報酬は死である。しかし神の賜物は、わたしたちの

主キリスト・イエスにおける永遠のいのちである」〕（ロマ 6:23）。この聖句は、パウロがⅠコリ
ント1:18、19で述べていることをどのように言い換えているでしょうか。 
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Ⅰコリ 1:17～30 （新共同訳） 
1:17 なぜなら、キリストがわたしを遣わ
されたのは、洗礼を授けるためではなく、
福音を告げ知らせるためであり、しかも、
キリストの十字架がむなしいものになっ

 Ⅰコリ 1:17～30 （口語訳） 
1:17 いったい、キリストがわたしをつか
わされたのは、バプテスマを授けるため
ではなく、福音を宣べ伝えるためであり、
しかも知恵の言葉を用いずに宣べ伝える
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てしまわぬように、言葉の知恵によらな
いで告げ知らせるためだからです。 
 
1:18 十字架の言葉は、滅んでいく者にと
っては愚かなものですが、わたしたち救
われる者には神の力です。 
1:19 それは、こう書いてあるからです。
「わたしは知恵ある者の知恵を滅ぼし、
賢い者の賢さを意味のないものにする。」 
1:20 知恵のある人はどこにいる。学者は
どこにいる。この世の論客はどこにいる。
神は世の知恵を愚かなものにされたでは
ないか。 
1:21 世は自分の知恵で神を知ることが
できませんでした。それは神の知恵にか
なっています。そこで神は、宣教という
愚かな手段によって信じる者を救おう
と、お考えになったのです。 
1:22 ユダヤ人はしるしを求め、ギリシア
人は知恵を探しますが、 
1:23 わたしたちは、十字架につけられた
キリストを宣べ伝えています。すなわち、
ユダヤ人にはつまずかせるもの、異邦人
には愚かなものですが、 
1:24 ユダヤ人であろうがギリシア人で
あろうが、召された者には、神の力、神
の知恵であるキリストを宣べ伝えている
のです。 
1:25 神の愚かさは人よりも賢く、神の弱
さは人よりも強いからです。 
1:26 兄弟たち、あなたがたが召されたと
きのことを、思い起こしてみなさい。人
間的に見て知恵のある者が多かったわけ
ではなく、能力のある者や、家柄のよい
者が多かったわけでもありません。 
1:27 ところが、神は知恵ある者に恥をか
かせるため、世の無学な者を選び、力あ
る者に恥をかかせるため、世の無力な者
を選ばれました。 
1:28 また、神は地位のある者を無力な者
とするため、世の無に等しい者、身分の
卑しい者や見下げられている者を選ばれ
たのです。 
1:29 それは、だれ一人、神の前で誇るこ
とがないようにするためです。 
1:30 神によってあなたがたはキリスト・
イエスに結ばれ、このキリストは、わた

ためであった。それは、キリストの十字
架が無力なものになってしまわないため
なのである。 
1:18 十字架の言は、滅び行く者には愚か
であるが、救にあずかるわたしたちには、
神の力である。 
1:19 すなわち、聖書に、「わたしは知者
の知恵を滅ぼし、賢い者の賢さをむなし
いものにする」と書いてある。 
1:20 知者はどこにいるか。学者はどこに
いるか。この世の論者はどこにいるか。
神はこの世の知恵を、愚かにされたでは
ないか。 
1:21 この世は、自分の知恵によって神を
認めるに至らなかった。それは、神の知
恵にかなっている。そこで神は、宣教の
愚かさによって、信じる者を救うことと
されたのである。 
1:22 ユダヤ人はしるしを請い、ギリシヤ
人は知恵を求める。 
1:23 しかしわたしたちは、十字架につけ
られたキリストを宣べ伝える。このキリ
ストは、ユダヤ人にはつまずかせるもの、
異邦人には愚かなものであるが、 
1:24 召された者自身にとっては、ユダヤ
人にもギリシヤ人にも、神の力、神の知
恵たるキリストなのである。 
 
1:25 神の愚かさは人よりも賢く、神の弱
さは人よりも強いからである。 
1:26 兄弟たちよ。あなたがたが召された
時のことを考えてみるがよい。人間的に
は、知恵のある者が多くはなく、権力の
ある者も多くはなく、身分の高い者も多
くはいない。 
1:27 それだのに神は、知者をはずかしめ
るために、この世の愚かな者を選び、強
い者をはずかしめるために、この世の弱
い者を選び、 
1:28 有力な者を無力な者にするために、
この世で身分の低い者や軽んじられてい
る者、すなわち、無きに等しい者を、あ
えて選ばれたのである。 
1:29 それは、どんな人間でも、神のみま
えに誇ることがないためである。 
1:30 あなたがたがキリスト・イエスにあ
るのは、神によるのである。キリストは
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したちにとって神の知恵となり、義と聖
と贖いとなられたのです。 
 

神に立てられて、わたしたちの知恵とな
り、義と聖とあがないとになられたので
ある。 

Ⅰペト 2:24 （新共同訳） 
2:24 そして、十字架にかかって、自らそ
の身にわたしたちの罪を担ってください
ました。わたしたちが、罪に対して死ん
で、義によって生きるようになるためで
す。そのお受けになった傷によって、あ
なたがたはいやされました。 

 Ⅰペテ 2:24 （口語訳） 
2:24 さらに、わたしたちが罪に死に、義
に生きるために、十字架にかかって、わ
たしたちの罪をご自分の身に負われた。
その傷によって、あなたがたは、いやさ
れたのである。 

ヨハ 10:10 （新共同訳） 
10:10 盗人が来るのは、盗んだり、屠った
り、滅ぼしたりするためにほかならない。
わたしが来たのは、羊が命を受けるため、
しかも豊かに受けるためである。 

 ヨハ 10:10 （口語訳） 
10:10 盗人が来るのは、盗んだり、殺した
り、滅ぼしたりするためにほかならない。
わたしがきたのは、羊に命を得させ、豊
かに得させるためである。 

イザ 29:14 （新共同訳） 
29:14 それゆえ、見よ、わたしは再び/驚
くべき業を重ねて、この民を驚かす。賢
者の知恵は滅び/聡明な者の分別は隠さ
れる。」 

 イザ 29:14 （口語訳） 
29:14 それゆえ、見よ、わたしはこの民
に、再び驚くべきわざを行う、それは不
思議な驚くべきわざである。彼らのうち
の賢い人の知恵は滅び、さとい人の知識
は隠される」。 

ロマ 6:23 （新共同訳） 
6:23 罪が支払う報酬は死です。しかし、
神の賜物は、わたしたちの主キリスト・
イエスによる永遠の命なのです。 

 ロマ 6:23 （口語訳） 
6:23 罪の支払う報酬は死である。しかし
神の賜物は、わたしたちの主キリスト・
イエスにおける永遠のいのちである。 

 

水曜日 7 月 8 日  十字架につけられたメシア 

 

パウロは、「ユダヤ人はしるしを求め、ギリシア人は知恵を探します」〔口語訳「ユ

ダヤ人はしるしを請い、ギリシヤ人は知恵を求める」〕(Ⅰコリ 1:22)と書いています。十字
架、つまり救い主なる神が十字架につけられるという考えは、ユダヤ人が期待して
いたしるしでもなければ、ギリシア人が求めていた知恵でもありませんでした。そ
れは誰の期待にも反するものでした。 

実際、イエスが十字架につけられるという考えに弟子たちがどう反応したかを
読むだけで(マコ 8:31、32、9:30～32、10:32～34 参照)、この考え全体が、とりわけ
ユダヤ人にとって、いかに異質で忌まわしいものであったかがわかります。前述の
ように、ユダヤ人は、救い主がローマ人を征服することを期待していました。しか
しそれは少なくとも、この世的、軍事的な意味での「征服」としては、実現しません
でした。 

何世紀にもわたって、十字架はクリスチャンにとって信仰の象徴でした。21世紀
のクリスチャンにとって、十字架につけられた神という概念が 1 世紀の人々の考え
方にとってどれほど突飛なものであったかを理解するのは難しいでしょう。 
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しかし、まさにそれが衝撃的なメッセージであったからこそ、私たちは深く考える
価値があります。十字架につけられた救い主の姿は、神が救済計画を遂行するた
めにどれほどのことをなさろうとしておられたのかを、全宇宙にはっきりと示してい
ます。十字架そのもの、そして主が十字架で死んだという考えは、地上の罪人で
ある私たちにとって十分に驚くべきものです (しかし、天における主イエスを知ってお

り、礼拝していた罪なき者たちにとって、それがどんな意味を持っていたか、想像してみてく

ださい！)。 

 
問４ 使徒言行録 （使徒行伝） 13:16～47 (特に 26、38、47 節) を読んでください。この箇

所は、十字架の意味について、どんなことを教えてくれますか。 
 

パウロは、福音を告げ知らせるためにキリストが自分を遣わされたと述べていま
す。それゆえにパウロは、十字架につけられた救い主のメッセージを宣べ伝えたの
です(I コリ 1:23)。彼はⅠコリント2:1～5でも、このような考えを繰り返しています。
使徒パウロはキリストの命令に忠実でした。福音を告げ知らせるときに、「優れた
言葉や知恵」〔口語訳「すぐれた言葉や知恵」〕(同 2:1)を用いず、「イエス·キリストと、
それも十字架につけられたキリスト」〔口語訳「イエス·キリスト、しかも十字架につけら

れたキリスト」〕(同 2:2)だけに焦点を合わせました。彼の言葉も宣教も、「知恵にあふ
れた言葉によらず、“霊”と力の証明によるものでした」〔口語訳「知恵の言葉によらな

いで、霊と力との証明によったのである」〕(同 2:4)。なぜなら、実際のところ、「人の知
恵」は、「神の力」(Ⅰコリ 2:5)とは際立った対照を成すからです。 

 

【参考】英語テキストにある文 
A crucified Messiah was something completely unexpected by the Jews and the 
Greeks. What does this tell us about the fact that God does not always act the way we 
expect? Why is this an important concept to grasp, especially when things don’t go as 
we have expected?  

十字架にかけられたメシアは、ユダヤ人やギリシャ人にとってまったく予想外のこと
でした。これは、神が必ずしも私たちの期待通りに振る舞うとは限らないという事実
について、私たちに何を示唆しているのでしょうか。特に物事が期待通りに進まない
とき、なぜこの概念を理解することが重要なのでしょうか。 

15 

Ⅰコリ 1:22 （新共同訳） 
1:22 ユダヤ人はしるしを求め、ギリシア
人は知恵を探しますが、 

 Ⅰコリ 1:22 （口語訳） 
1:22 ユダヤ人はしるしを請い、ギリシヤ
人は知恵を求める。 

マコ 8:31、32 （新共同訳） 
8:31 それからイエスは、人の子は必ず多
くの苦しみを受け、長老、祭司長、律法
学者たちから排斥されて殺され、三日の
後に復活することになっている、と弟子
たちに教え始められた。 

 マコ 8:31、32 （口語訳） 
8:31 それから、人の子は必ず多くの苦し
みを受け、長老、祭司長、律法学者たち
に捨てられ、また殺され、そして三日の
後によみがえるべきことを、彼らに教え
はじめ、 
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8:32 しかも、そのことをはっきりとお話
しになった。すると、ペトロはイエスを
わきへお連れして、いさめ始めた。 

8:32 しかもあからさまに、この事を話さ
れた。すると、ペテロはイエスをわきへ
引き寄せて、いさめはじめたので、 

マコ 9:30～32 （新共同訳） 
9:30 一行はそこを去って、ガリラヤを通
って行った。しかし、イエスは人に気づ
かれるのを好まれなかった。 
9:31 それは弟子たちに、「人の子は、人々
の手に引き渡され、殺される。殺されて
三日の後に復活する」と言っておられた
からである。 
 
9:32弟子たちはこの言葉が分からなかっ
たが、怖くて尋ねられなかった。 

 マコ 9:30～32 （口語訳） 
9:30 それから彼らはそこを立ち去り、ガ
リラヤをとおって行ったが、イエスは人
に気づかれるのを好まれなかった。 
9:31 それは、イエスが弟子たちに教え
て、「人の子は人々の手にわたされ、彼ら
に殺され、殺されてから三日の後によみ
がえるであろう」と言っておられたから
である。 
9:32 しかし、彼らはイエスの言われたこ
とを悟らず、また尋ねるのを恐れていた。 

マコ 10:32～34 （新共同訳） 
10:32 一行がエルサレムへ上って行く途
中、イエスは先頭に立って進んで行かれ
た。それを見て、弟子たちは驚き、従う
者たちは恐れた。イエスは再び十二人を
呼び寄せて、自分の身に起ころうとして
いることを話し始められた。 
10:33「今、わたしたちはエルサレムへ上
って行く。人の子は祭司長たちや律法学
者たちに引き渡される。彼らは死刑を宣
告して異邦人に引き渡す。 
 
10:34 異邦人は人の子を侮辱し、唾をか
け、鞭打ったうえで殺す。そして、人の
子は三日の後に復活する。」 

 マコ 10:32～34 （口語訳） 
10:32 さて、一同はエルサレムへ上る途
上にあったが、イエスが先頭に立って行
かれたので、彼らは驚き怪しみ、従う者
たちは恐れた。するとイエスはまた十二
弟子を呼び寄せて、自分の身に起ろうと
することについて語りはじめられた、 
10:33「見よ、わたしたちはエルサレムへ
上って行くが、人の子は祭司長、律法学
者たちの手に引きわたされる。そして彼
らは死刑を宣告した上、彼を異邦人に引
きわたすであろう。 
10:34 また彼をあざけり、つばきをかけ、
むち打ち、ついに殺してしまう。そして
彼は三日の後によみがえるであろう」。 

使徒 13:16～47 （新共同訳） 
13:16 そこで、パウロは立ち上がり、手で
人々を制して言った。「イスラエルの人た
ち、ならびに神を畏れる方々、聞いてく
ださい。 
13:17 この民イスラエルの神は、わたし
たちの先祖を選び出し、民がエジプトの
地に住んでいる間に、これを強大なもの
とし、高く上げた御腕をもってそこから
導き出してくださいました。 
13:18 神はおよそ四十年の間、荒れ野で
彼らの行いを耐え忍び、 
13:19 カナンの地では七つの民族を滅ぼ
し、その土地を彼らに相続させてくださ
ったのです。 
13:20 これは、約四百五十年にわたるこ
とでした。その後、神は預言者サムエル

 使徒 13:16～47 （口語訳） 
13:16 そこでパウロが立ちあがり、手を
振りながら言った。「イスラエルの人た
ち、ならびに神を敬うかたがたよ、お聞
き下さい。 
13:17 この民イスラエルの神は、わたし
たちの先祖を選び、エジプトの地に滞在
中、この民を大いなるものとし、み腕を
高くさし上げて、彼らをその地から導き
出された。 
13:18 そして約四十年にわたって、荒野
で彼らをはぐくみ、 
13:19 カナンの地では七つの異民族を打
ち滅ぼし、その地を彼らに譲り与えられ
た。 
13:20 それらのことが約四百五十年の年
月にわたった。その後、神はさばき人た
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の時代まで、裁く者たちを任命なさいま
した。 
13:21 後に人々が王を求めたので、神は
四十年の間、ベニヤミン族の者で、キシ
ュの子サウルをお与えになり、 
13:22 それからまた、サウルを退けてダ
ビデを王の位につけ、彼について次のよ
うに宣言なさいました。『わたしは、エッ
サイの子でわたしの心に適う者、ダビデ
を見いだした。彼はわたしの思うところ
をすべて行う。』 
 
13:23 神は約束に従って、このダビデの
子孫からイスラエルに救い主イエスを送
ってくださったのです。 
13:24 ヨハネは、イエスがおいでになる
前に、イスラエルの民全体に悔い改めの
洗礼を宣べ伝えました。 
13:25 その生涯を終えようとするとき、
ヨハネはこう言いました。『わたしを何者
だと思っているのか。わたしは、あなた
たちが期待しているような者ではない。
その方はわたしの後から来られるが、わ
たしはその足の履物をお脱がせする値打
ちもない。』 
13:26 兄弟たち、アブラハムの子孫の
方々、ならびにあなたがたの中にいて神
を畏れる人たち、この救いの言葉はわた
したちに送られました。 
13:27 エルサレムに住む人々やその指導
者たちは、イエスを認めず、また、安息
日ごとに読まれる預言者の言葉を理解せ
ず、イエスを罪に定めることによって、
その言葉を実現させたのです。 
13:28 そして、死に当たる理由は何も見
いだせなかったのに、イエスを死刑にす
るようにとピラトに求めました。 
13:29 こうして、イエスについて書かれ
ていることがすべて実現した後、人々は
イエスを木から降ろし、墓に葬りました。 
13:30 しかし、神はイエスを死者の中か
ら復活させてくださったのです。 
13:31 このイエスは、御自分と一緒にガ
リラヤからエルサレムに上った人々に、
日にもわたって姿を現されました。その
人たちは、今、民に対してイエスの証人
となっています。 

ちをおつかわしになり、預言者サムエル
の時に及んだ。 
13:21 その時、人々が王を要求したので、
神はベニヤミン族の人、キスの子サウロ
を四十年間、彼らにおつかわしになった。 
13:22 それから神はサウロを退け、ダビ
デを立てて王とされたが、彼についてあ
かしをして、『わたしはエッサイの子ダビ
デを見つけた。彼はわたしの心にかなっ
た人で、わたしの思うところを、ことご
とく実行してくれるであろう』と言われ
た。 
13:23 神は約束にしたがって、このダビ
デの子孫の中から救主イエスをイスラエ
ルに送られたが、 
13:24 そのこられる前に、ヨハネがイス
ラエルのすべての民に悔改めのバプテス
マを、あらかじめ宣べ伝えていた。 
13:25 ヨハネはその一生の行程を終ろう
とするに当って言った、『わたしは、あな
たがたが考えているような者ではない。
しかし、わたしのあとから来るかたがい
る。わたしはそのくつを脱がせてあげる
値うちもない』。 
 
13:26 兄弟たち、アブラハムの子孫のか
たがた、ならびに皆さんの中の神を敬う
人たちよ。この救の言葉はわたしたちに
送られたのである。 
13:27 エルサレムに住む人々やその指導
者たちは、イエスを認めずに刑に処し、
それによって、安息日ごとに読む預言者
の言葉が成就した。 
 
13:28 また、なんら死に当る理由が見い
だせなかったのに、ピラトに強要してイ
エスを殺してしまった。 
13:29 そして、イエスについて書いてあ
ることを、皆なし遂げてから、人々はイ
エスを木から取りおろして墓に葬った。 
13:30 しかし、神はイエスを死人の中か
ら、よみがえらせたのである。 
13:31 イエスは、ガリラヤからエルサレ
ムへ一緒に上った人たちに、幾日ものあ
いだ現れ、そして、彼らは今や、人々に
対してイエスの証人となっている。 
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13:32 わたしたちも、先祖に与えられた
約束について、あなたがたに福音を告げ
知らせています。 
13:33 つまり、神はイエスを復活させて、
わたしたち子孫のためにその約束を果た
してくださったのです。それは詩編の第
二編にも、『あなたはわたしの子、わたし
は今日あなたを産んだ』と書いてあると
おりです。 
13:34 また、イエスを死者の中から復活
させ、もはや朽ち果てることがないよう
になさったことについては、『わたしは、
ダビデに約束した/聖なる、確かな祝福を
あなたたちに与える』と言っておられま
す。 
13:35 ですから、ほかの個所にも、『あな
たは、あなたの聖なる者を/朽ち果てるま
まにしてはおかれない』と言われていま
す。 
13:36 ダビデは、彼の時代に神の計画に
仕えた後、眠りについて、祖先の列に加
えられ、朽ち果てました。 
 
13:37 しかし、神が復活させたこの方は、
朽ち果てることがなかったのです。 
13:38 だから、兄弟たち、知っていただき
たい。この方による罪の赦しが告げ知ら
され、また、あなたがたがモーセの律法
では義とされえなかったのに、 
 
 
13:39 信じる者は皆、この方によって義
とされるのです。 
13:40 それで、預言者の書に言われてい
ることが起こらないように、警戒しなさ
い。 
13:41『見よ、侮る者よ、驚け。滅び去れ。
わたしは、お前たちの時代に一つの事を
行う。人が詳しく説明しても、お前たち
にはとうてい信じられない事を。』」 
 
 
13:42 パウロとバルナバが会堂を出ると
き、人々は次の安息日にも同じことを話
してくれるようにと頼んだ。 
13:43 集会が終わってからも、多くのユ
ダヤ人と神をあがめる改宗者とがついて

13:32 わたしたちは、神が先祖たちに対
してなされた約束を、ここに宣べ伝えて
いるのである。 
13:33 神は、イエスをよみがえらせて、わ
たしたち子孫にこの約束を、お果しにな
った。それは詩篇の第二篇にも、『あなた
こそは、わたしの子。きょう、わたしは
あなたを生んだ』と書いてあるとおりで
ある。 
13:34 また、神がイエスを死人の中から
よみがえらせて、いつまでも朽ち果てる
ことのないものとされたことについて
は、『わたしは、ダビデに約束した確かな
聖なる祝福を、あなたがたに授けよう』
と言われた。 
13:35 だから、ほかの箇所でもこう言っ
ておられる、『あなたの聖者が朽ち果てる
ようなことは、お許しにならないであろ
う』。 
13:36 事実、ダビデは、その時代の人々に
神のみ旨にしたがって仕えたが、やがて
眠りにつき、先祖たちの中に加えられて、
ついに朽ち果ててしまった。 
13:37 しかし、神がよみがえらせたかた
は、朽ち果てることがなかったのである。
13:38 だから、兄弟たちよ、この事を承知
しておくがよい。すなわち、このイエス
による罪のゆるしの福音が、今やあなた
がたに宣べ伝えられている。そして、モ
ーセの律法では義とされることができな
かったすべての事についても、 
13:39 信じる者はもれなく、イエスによ
って義とされるのである。 
13:40 だから預言者たちの書にかいてあ
る次のようなことが、あなたがたの身に
起らないように気をつけなさい。 
13:41『見よ、侮る者たちよ。驚け、そし
て滅び去れ。わたしは、あなたがたの時
代に一つの事をする。それは、人がどん
なに説明して聞かせても、あなたがたの
とうてい信じないような事なのであ
る』」。 
13:42 ふたりが会堂を出る時、人々は次
の安息日にも、これと同じ話をしてくれ
るようにと、しきりに願った。 
13:43 そして集会が終ってからも、大ぜ
いのユダヤ人や信心深い改宗者たちが、
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来たので、二人は彼らと語り合い、神の
恵みの下に生き続けるように勧めた。 
 
 
13:44 次の安息日になると、ほとんど町
中の人が主の言葉を聞こうとして集まっ
て来た。 
13:45 しかし、ユダヤ人はこの群衆を見
てひどくねたみ、口汚くののしって、パ
ウロの話すことに反対した。 
13:46 そこで、パウロとバルナバは勇敢
に語った。「神の言葉は、まずあなたがた
に語られるはずでした。だがあなたがた
はそれを拒み、自分自身を永遠の命を得
るに値しない者にしている。見なさい、
わたしたちは異邦人の方に行く。 
 
13:47 主はわたしたちにこう命じておら
れるからです。『わたしは、あなたを異邦
人の光と定めた、あなたが、地の果てに
までも/救いをもたらすために。』」 

パウロとバルナバとについてきたので、
ふたりは、彼らが引きつづき神のめぐみ
にとどまっているようにと、説きすすめ
た。 
13:44 次の安息日には、ほとんど全市を
あげて、神の言を聞きに集まってきた。 
 
13:45 するとユダヤ人たちは、その群衆
を見てねたましく思い、パウロの語るこ
とに口ぎたなく反対した。 
13:46 パウロとバルナバとは大胆に語っ
た、「神の言は、まず、あなたがたに語り
伝えられなければならなかった。しかし、
あなたがたはそれを退け、自分自身を永
遠の命にふさわしからぬ者にしてしまっ
たから、さあ、わたしたちはこれから方
向をかえて、異邦人たちの方に行くのだ。
13:47 主はわたしたちに、こう命じてお
られる、『わたしは、あなたを立てて異邦
人の光とした。あなたが地の果までも救
をもたらすためである』」。 

Ⅰコリ 1:23 （新共同訳） 
1:23 わたしたちは、十字架につけられた
キリストを宣べ伝えています。すなわち、
ユダヤ人にはつまずかせるもの、異邦人
には愚かなものですが、 

 Ⅰコリ 1:23 （口語訳） 
1:23 しかしわたしたちは、十字架につけ
られたキリストを宣べ伝える。このキリ
ストは、ユダヤ人にはつまずかせるもの、
異邦人には愚かなものであるが、 

Ⅰコリ 2:1～5 （新共同訳） 
2:1 兄弟たち、わたしもそちらに行った
とき、神の秘められた計画を宣べ伝える
のに優れた言葉や知恵を用いませんでし
た。 
2:2 なぜなら、わたしはあなたがたの間
で、イエス・キリスト、それも十字架に
つけられたキリスト以外、何も知るまい
と心に決めていたからです。 
2:3 そちらに行ったとき、わたしは衰弱
していて、恐れに取りつかれ、ひどく不
安でした。 
2:4 わたしの言葉もわたしの宣教も、知
恵にあふれた言葉によらず、“霊”と力
の証明によるものでした。 
2:5 それは、あなたがたが人の知恵によ
ってではなく、神の力によって信じるよ
うになるためでした。 

 Ⅰコリ 2:1～5 （口語訳） 
2:1 兄弟たちよ。わたしもまた、あなたが
たの所に行ったとき、神のあかしを宣べ
伝えるのに、すぐれた言葉や知恵を用い
なかった。 
2:2 なぜなら、わたしはイエス・キリス
ト、しかも十字架につけられたキリスト
以外のことは、あなたがたの間では何も
知るまいと、決心したからである。 
2:3 わたしがあなたがたの所に行った時
には、弱くかつ恐れ、ひどく不安であっ
た。 
2:4 そして、わたしの言葉もわたしの宣
教も、巧みな知恵の言葉によらないで、
霊と力との証明によったのである。 
2:5 それは、あなたがたの信仰が人の知
恵によらないで、神の力によるものとな
るためであった。 
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木曜日 7 月 9 日  神の力、神の知恵であるキリスト 

 
Ⅰコリント1:19、20、30、31でパウロは、神の知恵と人間の知恵が驚くほど異

なっており、したがって互いに相容れないと語っています。パウロが知恵そのもの
を否定しているのではなく、神に対抗しようとする人間の知恵を否定していること
に注目してください。人間の知恵には、人を罪から解放する力がありません。神の
知恵であるキリストだけが、この働きをなすことがおできになります。次の表を見
てください。 
 

わたしたち救われる者には 
（救にあずかるわたしたちには） 

十字架の言葉が神の力 
（十字架の言は神の力） 

Ⅰコリント 1:18 

召された者には 
（召された者自身にとっては） 

キリストが神の力 Ⅰコリント 1:24 

 
1 コリント1:18も同1:24も、キリストが、人々を罪から救う力を持っておられると

いう意味で、神の力であることを示しています。実際、「神は、宣教という愚かな手
段によって信じる者を救おうと、お考えになったのです」〔口語訳「神は、宣教の愚か

さによって、信じる者を救うこととされたのである」〕(Ⅰコリ 1:21)。「わたしたち救われる
者」〔口語訳「救にあずかるわたしたち」〕(同 1:18)、「信じる者」(同 1:21)、「召された者」
(同 1:24)という表現は、同じグループ、すなわち信仰による救いの経験を生きてい
る人々を指します。「〔キリストの〕福音は、……信じる者すべてに救いをもたらす神
の力だからです」〔口語訳「福音……それは、……すべて信じる者に、救を得させる神の

力である」〕(ロマ 1:16)。 
キリストは、神の力であるだけでなく、神の知恵でもあります。これは、キリスト

を通して神が罪という問題、人間の知恵では解決できなかった問題に立ち向か
い、それを解決してくださったことを意味します。この世の知恵は、人々に神を知
らせることができません(Ⅰコリ 1:21)。逆に、キリストを通して、私たちは救いに導く
知恵を得るのです(Ⅱテモ 3:15)。 
 
問５ Ⅰコリント 1:24～29 を読んでください。そこに出てくる「愚かさ」「弱さ」「知恵あ

る」「力ある(口語訳：強い)」といった言葉に注目してください。彼は何を言おうと
しているのでしょうか。 

 

Ⅰコリント1:24～29を読むとき、「愚かさ」(または「無学な」)や「弱さ」(または「無

力な」)といった言葉にも注目しなければなりません。重要なのは、人間の知恵は、

十字架の言葉を愚かさや弱さと考えてしまうかもしれないという点です。しかし、

「神の愚かさは人よりも賢く、神の弱さは人よりも強い」(Ⅰコリ 1:25)のです。これ
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は、神が弱いとか愚かであるという意味ではなく、神の力と知恵が人間的ないか

なるものをもはるかに超えていることを示す表現にすぎません。 

 

【参考】英語テキストにある文 

Dwell on the words “that not many wise according to the flesh, not many mighty, not 
many noble, are called” (1 Cor. 1:26, NKJV). What message is there for us? 

「人間的に見て知恵のある者が多かったわけではなく、能力のある者や、家柄のよい
者が多かったわけでもありません」〔口語訳「人間的には、知恵のある者が多くはなく、権力
のある者も多くはなく、身分の高い者も多くはいない」〕（Ⅰコリ 1:26）について、じっくり考え
てみましょう。そこには、私たちへのどのようなメッセージが込められているのでし
ょうか。 
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Ⅰコリ 1:18～31 （新共同訳） 
1:18 十字架の言葉は、滅んでいく者にと
っては愚かなものですが、わたしたち救
われる者には神の力です。 
1:19 それは、こう書いてあるからです。 
「わたしは知恵ある者の知恵を滅ぼし、 
賢い者の賢さを意味のないものにする。」 
1:20 知恵のある人はどこにいる。学者は
どこにいる。この世の論客はどこにいる。
神は世の知恵を愚かなものにされたでは
ないか。 
1:21 世は自分の知恵で神を知ることが
できませんでした。それは神の知恵にか
なっています。そこで神は、宣教という
愚かな手段によって信じる者を救おう
と、お考えになったのです。 
1:22 ユダヤ人はしるしを求め、ギリシア
人は知恵を探しますが、 
1:23 わたしたちは、十字架につけられた
キリストを宣べ伝えています。すなわち、
ユダヤ人にはつまずかせるもの、異邦人
には愚かなものですが、 
1:24 ユダヤ人であろうがギリシア人で
あろうが、召された者には、神の力、神
の知恵であるキリストを宣べ伝えている
のです。 
1:25 神の愚かさは人よりも賢く、神の弱
さは人よりも強いからです。 
1:26 兄弟たち、あなたがたが召されたと
きのことを、思い起こしてみなさい。人
間的に見て知恵のある者が多かったわけ

 Ⅰコリ 1:18～31 （口語訳） 
1:18 十字架の言は、滅び行く者には愚か
であるが、救にあずかるわたしたちには、
神の力である。 
1:19 すなわち、聖書に、「わたしは知者
の知恵を滅ぼし、賢い者の賢さをむなし
いものにする」と書いてある。 
1:20 知者はどこにいるか。学者はどこに
いるか。この世の論者はどこにいるか。
神はこの世の知恵を、愚かにされたでは
ないか。 
1:21 この世は、自分の知恵によって神を
認めるに至らなかった。それは、神の知
恵にかなっている。そこで神は、宣教の
愚かさによって、信じる者を救うことと
されたのである。 
1:22 ユダヤ人はしるしを請い、ギリシヤ
人は知恵を求める。 
1:23 しかしわたしたちは、十字架につけ
られたキリストを宣べ伝える。このキリ
ストは、ユダヤ人にはつまずかせるもの、
異邦人には愚かなものであるが、 
1:24 召された者自身にとっては、ユダヤ
人にもギリシヤ人にも、神の力、神の知
恵たるキリストなのである。 
 
1:25 神の愚かさは人よりも賢く、神の弱
さは人よりも強いからである。 
1:26 兄弟たちよ。あなたがたが召された
時のことを考えてみるがよい。人間的に
は、知恵のある者が多くはなく、権力の
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ではなく、能力のある者や、家柄のよい
者が多かったわけでもありません。 
1:27 ところが、神は知恵ある者に恥をか
かせるため、世の無学な者を選び、力あ
る者に恥をかかせるため、世の無力な者
を選ばれました。 
1:28 また、神は地位のある者を無力な者
とするため、世の無に等しい者、身分の
卑しい者や見下げられている者を選ばれ
たのです。 
1:29 それは、だれ一人、神の前で誇るこ
とがないようにするためです。 
1:30 神によってあなたがたはキリスト・
イエスに結ばれ、このキリストは、わた
したちにとって神の知恵となり、義と聖
と贖いとなられたのです。 
 
1:31「誇る者は主を誇れ」と書いてある
とおりになるためです。 

ある者も多くはなく、身分の高い者も多
くはいない。 
1:27 それだのに神は、知者をはずかしめ
るために、この世の愚かな者を選び、強
い者をはずかしめるために、この世の弱
い者を選び、 
1:28 有力な者を無力な者にするために、
この世で身分の低い者や軽んじられてい
る者、すなわち、無きに等しい者を、あ
えて選ばれたのである。 
1:29 それは、どんな人間でも、神のみま
えに誇ることがないためである。 
1:30 あなたがたがキリスト・イエスにあ
るのは、神によるのである。キリストは
神に立てられて、わたしたちの知恵とな
り、義と聖とあがないとになられたので
ある。 
1:31 それは、「誇る者は主を誇れ」と書い
てあるとおりである。 

ロマ 1:16 （新共同訳） 
1:16わたしは福音を恥としない。福音は、
ユダヤ人をはじめ、ギリシア人にも、信
じる者すべてに救いをもたらす神の力だ
からです。 

 ロマ 1:16 （口語訳） 
1:16わたしは福音を恥としない。それは、
ユダヤ人をはじめ、ギリシヤ人にも、す
べて信じる者に、救を得させる神の力で
ある。 

Ⅱテモ 3:15 （新共同訳） 
3:15 また、自分が幼い日から聖書に親し
んできたことをも知っているからです。
この書物は、キリスト・イエスへの信仰
を通して救いに導く知恵を、あなたに与
えることができます。 

 Ⅱテモ 3:15 （口語訳） 
3:15 また幼い時から、聖書に親しみ、そ
れが、キリスト・イエスに対する信仰に
よって救に至る知恵を、あなたに与えう
る書物であることを知っている。 

 

金曜日 7 月 10 日  さらなる研究 

 

参考資料として、『各時代の希望』 第78章 「カルバリー」 を読んでください。 

 
「現代に住む人々の心にとって、カルバリーの十字架は神聖な思い出に包まれ

たものである。キリストの受難の光景は神聖なものを連想させる。しかし、パウロ
の時代には、十字架は拒絶と恐怖の感情をもって眺められていた。十字架上で死
を遂げた者を人類の救い主として支持すれば、当然、嘲笑や反感を呼び起こした
であろう。 

パウロは、自分の使命がコリントのユダヤ人やギリシア人にどのように受けとめ
られるかをよく知っていた。『わたしたちは、十字架につけられたキリストを宣べ伝
える。このキリストは、ユダヤ人にはつまずかせるもの、異邦人には愚かなもので
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ある』と、彼は認めていた(Ⅰコリント 1:23)。ユダヤ人の聴衆の中には、パウロが宣
べ伝えようとしていた使命に腹を立てる人々がたくさんいたであろう。ギリシア人
の見るところでは、パウロの言葉はばかげた愚言であったであろう。十字架が民
族を高尚にし、人類を救うことに関係があるということを示そうとしたパウロは、知
能の低い者と見なされたであろう。 

しかし、パウロにとって、十字架は最高の関心を払うべき唯一の対象であった。
パウロは、十字架にかけられたナザレ人に従う者たちを迫害していたさ中に捕らえ
られて以来、ずっと、十字架をあがめ続けてきた。その時、キリストの死にあらわさ
れた、神の無限の愛についての啓示が彼に与えられたのである。そして、彼の人
生に驚くべき変化が起こり、彼のすべての計画と目的が天と一致するようになっ
た。その時からパウロは、キリストにある新しい人になった。罪人が御子の犠牲の
中に見られる天父の愛をあおぎ見て、神の感化力に従うとき、心に変化が起こり、
それ以後、キリストがすべてであり、すべてのものの内におられると悟るようにな
ることを、パウロは個人的な経験から知った」(『希望への光』 1448 ページ、『患難から

栄光へ』 第24章)。 

  

話し合いのための質問 

① パウロは、「神の愚かさは人よりも賢(い)」(Ⅰコリ 1:25)と言っています。神の知恵
は、人間の知恵とどのように大きく異なるのでしょうか。 

② 十字架につけられたキリストのメッセージは、ユダヤ人にはつまずかせるもの、
ギリシア人には愚かなものでした。今日、どんな聖書の主題が同様の反応をも
たらすでしょうか。なぜそう思いますか。 

③ 十字架につけられたキリストのメッセージは、ユダヤ人にはつまずかせるもの、
ギリシア人には愚かなものでした。今日、どんな聖書の主題が同様の反応をも
たらすでしょうか。なぜそう思いますか。 

④ 【参考】英語テキストにある文 
Paul says that “the natural man does not receive the things of the Spirit of God” 
(1 Cor. 2:14, NKJV). So, how can we speak about Jesus to these people in a way that 
could touch their hearts? Or maybe our actions alone will reach them. 

パウロは「自然の人は神の霊に属する事柄を受け入れません」〔口語訳「生れながら

の人は、神の御霊の賜物を受けいれない」〕（Ⅰコリント 2:14）と言っています。では、どうす
ればこうした人々の心に届けられる形でイエスについて語ることができるのでし
ょうか。あるいは、私たちの行動そのものが彼らの心に届くのかもしれません。 
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Ⅰコリ 1:23～25 （新共同訳） 
1:23 わたしたちは、十字架につけられた
キリストを宣べ伝えています。すなわち、
ユダヤ人にはつまずかせるもの、異邦人
には愚かなものですが、 

 Ⅰコリ 1:23～25 （口語訳） 
1:23 しかしわたしたちは、十字架につけ
られたキリストを宣べ伝える。このキリ
ストは、ユダヤ人にはつまずかせるもの、
異邦人には愚かなものであるが、 
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1:24 ユダヤ人であろうがギリシア人で
あろうが、召された者には、神の力、神
の知恵であるキリストを宣べ伝えている
のです。 
1:25 神の愚かさは人よりも賢く、神の弱
さは人よりも強いからです。 

1:24 召された者自身にとっては、ユダヤ
人にもギリシヤ人にも、神の力、神の知
恵たるキリストなのである。 
 
1:25 神の愚かさは人よりも賢く、神の弱
さは人よりも強いからである。 

Ⅰコリ 2:14 （新共同訳） 
2:14 自然の人は神の霊に属する事柄を
受け入れません。その人にとって、それ
は愚かなことであり、理解できないので
す。霊によって初めて判断できるからで
す。 

 Ⅰコリ 2:14 （口語訳） 
2:14 生れながらの人は、神の御霊の賜物
を受けいれない。それは彼には愚かなも
のだからである。また、御霊によって判
断されるべきであるから、彼はそれを理
解することができない。 

【参考】 副読本にある《概要》を転載します。 

十字架は、キリスト教信仰の中心的な存在です。そういうわけで、パウロは、「イエス・
キリスト、それも十字架につけられたキリスト以外、何も知るまいと心に決めていた」
〔口語訳「イエス・キリスト、しかも十字架につけられたキリスト以外のことは、あなたがたの間で

は何も知るまいと、決心した」〕と言っています（Ⅰコリント 2:2）。アテネでの哲学的議論の
影響力が限られていることに失望し、コリントに到着すると、複雑な議論ではなく、十
字架にかけられたキリストの福音を強調する方向に焦点を変えました。彼は、イエス
が私たちを罪から救い、人類を再び神と結びつけていると教えました。信じない者は
十字架を愚かだと考えるかもしれませんが、パウロは、それが「救われる者」〔口語訳

「救にあずかる（者）」〕にとって神の力と知恵をあらわしていることを示しています（同

1:18）。 

Ⅰコリ 2:2 （新共同訳） 
2:2 なぜなら、わたしはあなたがたの間
で、イエス・キリスト、それも十字架に
つけられたキリスト以外、何も知るまい
と心に決めていたからです。 

 Ⅰコリ 2:2 （口語訳） 
2:2 なぜなら、わたしはイエス・キリス
ト、しかも十字架につけられたキリスト
以外のことは、あなたがたの間では何も
知るまいと、決心したからである。 

Ⅰコリ 1:18 （新共同訳） 
1:18 十字架の言葉は、滅んでいく者にと
っては愚かなものですが、わたしたち救
われる者には神の力です。 

 Ⅰコリ 1:18 （口語訳） 
1:18 十字架の言は、滅び行く者には愚か
であるが、救にあずかるわたしたちには、
神の力である。  


